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概要  
 
セクシュアル・ハラスメント、通称”セクハラ”は、社会に認知され、度々問題となり報道されている。メディアの影響もあ
り、職場にて男性社員が女性社員を対等な存在であるとみなさないことから起こりうる性的な言動というイメージが多いだろ

う。 
　しかしセクシュアル・ハラスメントが起こるのは職場だけではない。教育現場にて、教員から学生へ、という構図から起こ

るセクシュアル・ハラスメントが後を絶たない。本論文では、大学という教育現場にて最も多いケースである、”男性教員から
女子学生に対して起こるセクシュアル・ハラスメント”に注目し、どのようにしてセクシュアル・ハラスメントが起こるのかを
報道やインタビューから考察する。また、セクシュアル・ハラスメント対策のために設けられているガイドラインを分析し、

問題点を考察する。 
 
 
 


